○○○○○○○○○○○○○○○○○○（←講演タイトル）
（1行あける）
機械太郎1)、機械花子1)、内燃二郎2)、内燃幸子2)
（１行あける）

＜アブストラクト＞

1． 目的

現在○○可能とする○○○○が注目されており，○○に関する研究が･･･であるが，一方で○○･･･のような課題があり，･･･の可能性について調べたので報告をする．
2． 実験装置及び研究方法

実験装置の概略を図2.1に示す．実験で用いられたエンジンはコモンレール噴射システムを搭載した直噴単気筒ディーゼルエンジンであり･･･，排出ガス分析が･･･で，･･･燃焼解析を･･･．本実験装置を用い，以下の○○の実験について･･･を行った．また，○○･･･．
3． 実験結果と考察

実験結果を図3.1及び図3.2に示す．この図3.1より，従来の○○現象は○○指標で○○が評価できることが明らかとなった．一方，○○は○○で○○･･･．
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Fig. 3.1 ○○ phenomenon arranged by mammal index
    Fig.3.2 ○○ phenomenon arranged by cat index
図や表の英語数字フォントはArialで書いて下さい
4． 結論

本実験を通して以下の結論を得るにいたった．
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○･･･である．
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○･･･の関係が明らかとなった．
(3) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○･･･である．
(4) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○･･･．
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アブストラクトは必ず1ページ以内に収めてください




下記は、日本語で書く場合は10.5ポイントMS明朝で、英語の場合は10ポイントArialで書いて下さい









































